
 

十
一
月
五
日
に
枕
崎
を
出
港
、

甑
島
沖
に
て
折
り
返
し
た
の
ち

太
平
洋
沿
岸
を
北
上
、
伊
勢
湾

沖
で
折
り
返
し
八
日
に
別
府
へ

入
港
し
ま
し
た
。
太
平
洋
沿
岸

で
は
、
低
気
圧
の
影
響
も
あ
り

航
行
中
の
本
船
の
動
揺
も
大
き

く
な
り
ま
し
た
。
想
像
以
上
に

三
等
航
海
士
：
善
原
武
士(

二
十

六
歳)

▽
趣
味
は
釣
り
と
温
泉

▽
平
成
二
十
八
年
本
校
専
攻
科

修
了
後
、
外
航
船
の
航
海
士
を

経
て
現
在
に
至
る
。
モ
ッ
ト
ー

は
「
常
に
楽
し
く
前
向
き
に
」

▽
実
習
中
は
本
科
生
へ
の
講
義

を
毎
日
実
施
し
て
お
り
、
分
か

り
や
す
い
教
え
方
に
は
定
評
が

あ
る
。
▽
明
る
い
性
格
で
実
習

生
と
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
人
気

が
あ
る
。
▽
禁
煙
に
成
功
し
た

が
、
体
重
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
▽
喜
界
島
出
身 

辛
い
船
酔
い
や
、
思
う
よ
う

に
携
帯
の
電
波
も
入
ら
な
い

環
境
に
「
早
く
帰
り
た
い
…
」

思
わ
ず
ポ
ツ
リ
と
本
音
を
漏

ら
す
生
徒
も
。
そ
れ
で
も
当

直
・
学
習
・
作
業
と
や
る
べ

き
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

船
乗
り
に
な
る
と
い
う
道
を

選
ん
だ
以
上
、
避
け
て
通
れ

な
い
試
練
で
す
。
別
府
観
光

船
橋
当
直
中
に
船
酔
い
に
耐
え

切
れ
ず
、
袋
に
顔
を
う
ず
め
た 

ま
ま
床
に
う
ず
く
ま
る
本
科
生 
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十
一
月
四
日
、
錨
泊
中
の
本
船
隣
に
愛
媛
県
立

宇
和
島
水
産
高
校
の
五
代
目
と
な
る
実
習
船

「
え
ひ
め
丸
」
が
錨
泊
。
五
代
目
え
ひ
め
丸
は

平
成
十
四
年
に
建
造
さ
れ
た
本
船
と
同
い
年
の

実
習
船
。
四
代
目
え
ひ
め
丸
は
、
平
成
十
三
年

二
月
十
日
、
ハ
ワ
イ
沖
で
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力

潜
水
艦
に
衝
突
さ
れ
沈
没
し
た
。
実
習
生
四
名
、

指
導
教
官
二
名
、
乗
組
員
三
名
の
計
九
名
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
た
。
同
じ
志
を
持
つ
者
と
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
事
故
。
五
日
早
朝
、
両
船

同
時
刻
に
錨
を
揚
げ
、
す
れ
違
う
際
に
は
汽
笛

を
交
換
し
、
互
い
の
実
習
生
達
が
懸
命
に
手
を

振
り
合
っ
た
。
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。 
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本
船
と
航
過
中
の
実
習
船
「
え
ひ
め
丸
」

＝
十
一
月
五
日
錦
江
湾
洋
上
に
て 

 
十
一
月
十
日
午
前
九
時
、
本

船
は
予
定
通
り
別
府
を
後
に

し
、
神
奈
川
県
三
崎
港
へ
向

け
て
針
路
を
と
り
ま
し
た
。

出
港
後
は
、
太
平
洋
沿
岸
の

う
ね
り
が
大
き
く
時
よ
り
足

元
が
ふ
ら
つ
く
よ
う
な
横
揺

れ
も
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
実

習
は
、
当
直
班
・
食
当
班
・

作
業
／
学
習
班
の
三
班
で
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
組
ま
れ
て

い
ま
す
。
一
日
四
時
間
の
班

別
活
動
に
加
え
て
船
内
講
義

や
学
習
時
間
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
規
則
正
し
い
生
活
の

中
で
船
員
養
成
教
育
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
科
生
は
船
酔
い
に

も
徐
々
に
慣
れ
は
じ

め
、
日
々
の
講
義
や

当
直
業
務
で
も
自
ら

学
ぼ
う
と
す
る
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。
日
増

し
に
寒
く
な
る
中
、

実
習
生
一
同
変
わ
り

な
く
皆
元
気
で
す
。 枕崎出港から別府入港までの航跡 

沿
岸
航
海
２ 

沿
岸
航
海
１ 

 

十
一
月
十
一
日
正
午
現
在
、
船
位

北
緯
三
十
三
度
零
分
、
東
経
百
三

十
四
度
十
分
、
針
路
六
十
五
度
、

四
国
沖
を
順
調
に
北
上
中
で
す
。

明
後
日
十
三
日
午
前
九
時
に
予

定
通
り
神
奈
川
に
入
港
し
ま
す
。 

本
科
生
に
講
義
中
の
善
原

航
海
士
＝
十
一
月
十
一
日 

港
に
接
岸
後
は
給
水
作
業
を

行
い
、
本
船
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
た
短
時
間
の
上
陸

が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
実
習
生

に
と
っ
て
は
、
束
の
間
の
休
養

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。
本
船
の

前
方
に
は
大
型
旅
客
船
「
さ
ん

ふ
ら
わ
あ
」
が
停
泊
中
。
港
湾

学
習
の
一
環
と
し
て
間
近
で

見
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

停
泊
中
の
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
」

横
に
て
＝
十
一
月
九
日 

 


